
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．講演要旨 

１）①いろあそび・Ｔシャツ作り 

  ②お散歩スケッチまたは夏みかんゼリー作り 

  ③遊びの楽しみ方・伝え方 

   ・紙コップあそび 

   ・キラキラボックス作り 

２）①砂浜アート・しゃぼん玉遊び 

  ②新鮮おさかなスケッチ・ほめあい会 

   

２．感想 

１） 

①いろあそびは 3回目の研修だったので、1回目 2回目とは違う遊び方で遊んでみよう

という新たな気持ちで挑戦することができました。遊びを積み重ねるうちに新たな 

発見があったり、発見があることで次はこんなことをしてみたいという意欲に繋がる

ことを感じました。Ｔシャツ作りでは、思っていた以上に赤青黄の３色の色で簡単に

布への色付けができ、発色も良く、作り上げていく達成感が味わえました。まいまい

ハウスの天井に飾られた約 60 枚のＴシャツは見た目にも色鮮やかで楽しく、ひとり

ひとりの個性がよくわかる展示の仕方だと思いました。運動会で子どもたちが作った

Ｔシャツを実際に着ている動画を見せてもらい、作った楽しさから次へとつなげて 

いく活動の展開も参考になりまた取り入れてみたいと思いました。 

②スケッチでは、クレヨンや水性ペンを使って気軽に描ける方法を教わり、色あそび絵

の具と同様の効果が水性ペンで得られ、保育の中でも日常的に取り入れやすいと感じ

ました。水筆があることも初めて知りました。汚れが広がらずに使えるという利点が

あったので、園外保育に行く時にはぜひスケッチブックと水性ペンや水筆を持って 

出かけてみたいと思います。 

夏みかんゼリー作りでは、神崎ののどかな田舎風景を見て歩きながら、各場所にあ

るみかんの木を観察しました。みかんのもぎ方や香りなどを自身で学び、感じ、まい

まいハウスでのゼリー作りでは、夏みかんの甘酸っぱい香りが広がる中で、果実を 

取ったり皮の器を作ったりお鍋で混ぜたりと協力して作り上げました。夜のゲーム後

みんなで食べた時のおいしさは忘れられません。 
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③紙コップをグループで協力し高く積み上げて遊ぶ活動では、進めるうちに誰からとも

なく声を掛けあい「こうしたらどう？」などと一つの目標に向かってみんなで協力す

る気持ちが芽生えていくのを感じました。大人子どもに限らず、みんなで作り上げて

いく楽しさやその中で人と協力する気持ちを持つことの大切さもあらためて感じる

ことができました。また、木の積み木とは違う紙の質感や音を楽しむことができ、小

さい子でも親しみやすいと思いました。参観日や親子交流などでもしてみたいと思い

ます。 

キラキラボックス作りでは、素材や材料の用意の仕方にも工夫がなされていて具体

的な準備の仕方が分かり、とても参考になりました。作っていく中でも、「ピンと張

って。」など、オノマトペの方法で擬音を使いながら説明されていて、難しいかな？

と感じる活動でも、分かりやすく取り組むことができました。出来上がりは、驚きと

感動があり、「作って良かった！」と満足感が得られたことも良い経験となりました。 

２） 

①2日目のしゃぼん玉・浜遊びでは、神崎の海辺の自然を満喫し、波の音や砂の感触を

のんびりした雰囲気の中で、じっくり味わうことができました。しゃぼん玉液の材料

にどのメーカーの洗剤を使うのかによって、しゃぼん玉の膨らみ方や割れにくさが変

わることがわかりました。様々なしゃぼん玉の形や種類があり、砂浜の上でそれぞれ

を実践してみました。その中でも、一番な強力な洗剤と言われていた洗剤では、ロー

プとパイプで作る方法があり今までに見たことのない大きさで、砂浜でキラキラ輝く

しゃぼん玉に感動しました。とても楽しい活動で、子どもでも作ることのできる身近

な材料なので、取り入れてみたいと感じました。 

②身近に素材を見て、鮮度や磯の香りを感じながらのお魚スケッチであったが、食べる

以外でこのようにじっくりと真近に魚を観察することが今までになかったので、とて

も興味・関心が高まる活動でした。自由に描いていいとなるとどのように描こうかと

迷う所もありました。でも、書き終えた後のほめあい会で他の方の作品を見させて 

 もらい、「こんな発想があったんだ！」「こんな色で表現する人もいるのだな。」と 

個性を認めることで、自分の描いたものも認めることができ、自信を持てる機会と 

なったように思います。 

 

・全体を通して… 

舞鶴が地元の私たちにとっても、地域の良い所に改めて目を向ける機会となったよう

に思います。地元の食材を使った見た目・味ともに美味しい食事を食べて、自然に 

見て触れて、色・香り・音を感じ、五感を通して、それぞれの活動の楽しさを実感 

することができました。「一人一人の子どもたちに幸せになって欲しい。」という 

思いを保育士が持ち、幸せを感じるとともに、まわりも自分も笑顔になり、子ども 

たちも生き生きと過ごせるのだと感じました。この経験を生かして、たくさんの 

子どもたちが笑顔で過ごせる保育を目指していきたいと思います。 

 

報告者  ルンビニ保育園 柴田 麻美・宇野 裕子 
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